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＜はじめに＞

プレ・レジュメでも述べたように、私の最終目標は、乳幼児を対象とした「よいおもちゃを提案すること」である。

この「よい」ということが、どういうことであるかというのが、最大のテーマとなる。今回は、特に乳幼児期、人間の発達には、遊びが大きく関係していることから、その遊びを補い広げる存在としてのおもちゃについて考える。

　「人間の子どもは未成熟で生まれてくる」という説がある。確かに、生まれたばかりのあかちゃんは、とても無力に思える。しかし、その一方で、おとなには考えられないほどのスピードで、心身ともに急速に発達していく。赤ちゃんにとっては、感じるもの全てが学習であり、興味の対象なのだ。

　そこに、うまく興味をひきつけ、発達に役立つようなものを与えることができれば、それが「よいおもちゃ」といえるのではないだろうか。

＜「遊び」とは＞

「遊び」と「学習」は違うものと思われがちです。楽しいものと努力するもの、気まぐれと発達に繋がるもの。

ロジェ・カイヨワ『遊びと人間』

――――①気晴らし、気まぐれ、戯言にやる行為。

　　　　②努力とか、忍耐を要して、真剣に技術とか知恵を開発していく作業。

フレーベル

――――「子どもの遊びの中に人間として発展する全ての契機がある。」

＜発達の段階とおもちゃ＞

●人間とのかかわり

０～６ヶ月

アタッチメントが興味の対象――→信頼関係を築く

※アタッチメント：愛着。自分にとってたった一人の大切な人。赤ちゃんにとっての「核」存在。「安全基地」。

６ヶ月～１歳

一緒に何かをする

１～２歳

自己主張。自分でやってみたい。

２～３歳

他人との関係作り

· 遊び

0歳
・アタッチメント（きずな）を育む遊び（子どもも親も楽しい遊び）

· 発見のある遊び（「P－D－Sサイクル」がうまく機能する遊び）

· 発達段階にあっているか、ほんの少し上の遊び。（飽きない、達成感がある）

· P－D－Sサイクル：「Plan予測を立てる→Do実行する→See評価する」というサイクルの中で学習は行われる。

0～3ヶ月　アタッチメントの形成。優しい刺激で。

がらがら（音の刺激、音を探す）

おもちゃでこんにちは（追視）

3～6ヶ月　自分で探索するような動きが活発になる。

握る。自分で手を伸ばしてつかむ。

動くおもちゃを目で追う。

6～9ヶ月　自分で遊びを発見。何度でも繰り返す。

手で触る、口に入れる。

紐のついたおもちゃを自分で引っ張る。

棒で何かをたたく。

投げる、ひき出す、振る、破る。

9～12ヶ月　行動範囲が広がる。一人で遊べる。

ボール、簡単なパズル、こむぎこ粘土、積み木を崩す

1歳　　家の中で自分の生活を築く。心身ともに発達が目覚しい。

1～1歳6ヶ月　自由に動ける。心の拠り所が必要。

他人に興味を持つ。

触れ合う、刺激を求める。

まね。

1歳6ヶ月～2歳　自分の興味のあることは自分で取り組み、自己主張する。

「つもり」「はず」の予測を立てた行動。

「まね」がふえる。

積み木を積む、見立て遊び

２～3歳　　

いろいろできるようになり自信を持つ。自分の都合のいいように相手も考えていると思っている。「はず」「つもり」が増えて、トラブルも多いが、それを乗り越えることで、他人と折り合いをつけるということを学ぶ。

シール貼り、糊付け、パズル、ビーズをつなぐ、折り紙、ごっこ遊び（友だち・兄弟と）

＜３歳までに大切なこと＞

· いろいろな体験、コミュニケーション。

· 自己開発能力

· 自己コントロール能力

＜考察＞

人間は道具を使う動物である。道具を使っていろいろなことを補い、バリエーションを広げてきた。

あかちゃんは、遊びの中から人間として生きていけるような技術や知恵を見につけていく。そのとき、その遊びを助けるのがおもちゃという存在である。そして、その遊びを補うものがよいおもちゃといえるのではないだろうか。

発達と遊び、おもちゃの関係を更に追い、よいおもちゃを提案してみたいと思う。

＜疑問点＞

よいおもちゃに必要な要素とはなんであるか。
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